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研究成果概要 
平成２０年８月から９月にかけて行われたデータ収集用システムの更新は順調に進み、

SK4 として安定してデータを収集している。この新システムを用いて、すでに基本的な

検出器較正用データは取得し、旧システムとの比較も行い、光量測定の線形性、電荷飽

和限界などの向上といった性能が改善していることが確認できた。また、これらの較正

データを用い、検出器シミュレーションプログラムのパラメータ最適化も行った。また、

新システムではデータ収集の決断のためのトリガーはすべてソフトウェアで行うように

変更となり、この部分について、検出器シミュレーションプログラムにおいても、ソフ

トウェアトリガー処理を行うように変更、データとの比較を行っている。また、電子ニ

ュートリノ出現探索の解析の準備として、この検出器シミュレーションプログラムを用

いて、大気ニュートリノ事象のシミュレーションデータを生成、事象の再構成を行い、

反応点・運動量・粒子識別の能力を調べ、再構成プログラムのパラメータ最適化作業を

続けている。ニュートリノ・核子反応のシミュレーションについては、J-PARC のビー

ムラインに設置される前置検出器と SK で同じ反応シミュレーションプログラムを用い

ることができるように、これまで SK・K2K 実験で用いていたシミュレーションプログ

ラムライブラリ（NEUT）の改良を進め、水やシンチレータ以外の核子標的についての

利用が容易になるようにした。また、SciBooNE 実験での解析においても NEUT を用い

ることで、モデルの評価、系統誤差の評価などを行った。 
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